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お互いを思いやる心豊かなまちへお互いを思いやる心豊かなまちへ
『人権』『人権』ををジブンゴトジブンゴトににししませんかませんか

「人権尊重のまちづくり条例」改正「人権尊重のまちづくり条例」改正

友人が性的マイノリティであることを
本人の了解を得ずに他人に話した

子どもがいる女性には責任のある仕
事は無理だと言われた

「人権尊重のまちづくり条例」
の主な改正点

身近に起こっていませんか？

　「人権」と聞いて、皆さんは身近に感じますか？
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日々の暮らしの中で人権に関わる出来事は身近に
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のまちづくり条例」を今年３月に改正しました。
改正の概要と人権侵害を受けたときに相談できる
窓口を紹介します。
　問人権政策課☎841・1259、〃841・1700

　一人ひとりの人権が尊重されるまちづくりを進
めるため平成16年に制定。今回初めて改正し、
条例の前文に人権侵害の例として、新たに疾病や
性的マイノリティ（性的指向・性自認）を追加し
たほか、右記の３点が見直しの柱となります。
条例の見直しについて詳細は
市ホームページ（右記コード）参照。

▶市民の役割
　互いの人権尊重と、人権が尊重されるまちづくりを
自らが担い手として推進するよう役割を位置づけ。

▶事業者の責務
　人権尊重の視点に立って事業活動を行うよう責務と
して規定。

▶人権侵害行為の禁止
　差別的言動、いじめ、虐待、プライバシー侵害、そ
の他インターネットを通じて行われるものも含むあら
ゆる人権侵害行為の禁止を規定。
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ひとりで悩まず相談を

「ネットハーモニー」
府インターネット誹謗中傷・
トラブル相談窓口

「
幸
せ
を
追
求
す
る
営
み
こ
そ
が
人
権
な
ん
で
す
」

明石 一朗さん
人権尊重のまちづくり
審議会会長・
関西外国語大学
短期大学部教授

そのほか人権に関するさまざまな相談窓口があります。
詳細は人権政策課にお問い合わせを。

人権なんでも相談
　日常生活の悩みや心配事など、どん
なささいなことでも電話や面談でも相
談できます。無料。▶日時など　月・
水・木・金曜午前９時～午後５時30分

（第１水曜・第４木曜は午後０時45分
～５時30分）・火曜午後０時45分～８
時、枚方人権まちづくり協会（サンプラザ１号館５階）。

枚方人権まちづくり協会☎844・8788、〃844・8799

　専門家から誹謗中傷や差別情報の記録・証
拠保全の方法や書き込み削除の要請の手続き
に関する情報提供、弁護士への相談なども応
じます。無料。
▶日時など　月曜～土曜午後４時～10時、第
２日曜午後１時～６時。メール・ファクス・
手紙による相談は常時受け付け。
詳細はネットハーモニーホーム
ページ（右記コード）参照。

人権擁護委員による人権相談
　さまざまな人権問題について相談できます。無料。
▶日時など　毎週月曜午前９時～正午、市役所別館５階広聴
相談課内市民相談コーナー

人権政策課☎841・1259、〃841・1700
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６
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。
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。
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を
受
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ら
、

抱
え
込
ま
ず
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族
や
友
人
、
行
政
に
相
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し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
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